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１．課題の名称等  

研究開発課題名  ： 
幼若豚の健全育成を可能にする母豚および仔豚用プロバイオティクス

開発 

研 究 責 任 者 ： 野地 智法（東北大学） 

 

２．研究開発の目的 

近年、家畜生産現場における抗菌剤使用量の削減は、世界的に喫緊の課題となっている。特に、抗

菌剤の使用頻度が高い幼若家畜に対する健全育成技術の開発は、国際的にも重要な研究テーマで

ある。本課題では、申請者が小動物モデルにより開発した技術シーズ「乳腺および腸管の免疫発達に

関与する腸内微生物」の家畜生産現場への応用を目指し、母豚を対象として実施した。具体的には、

授乳期の母豚を対象としたプロバイオティクス製剤を開発し、「腸管―乳腺―産子腸管軸」を介した免

疫機能の強化を通じて、産子における健全な免疫発達の促進を図ることを目的とした。 

 

３．研究開発の概要 

3-1. 研究開発の実施概要 

本研究では、健全育成母豚由来の特に小腸に生育する有用微生物の同定を試み、１０の微生物（９

つの属と１つの種）を同定した。また、種レベルで同定できた Clostridium butyricum に焦点を当て、特

にヒト由来の市販株をモデル菌株とした母豚用プロバイオティクス開発を実施した。その結果、ヒト由来

の Clostridium butyricum を授乳期に母豚へ投与することで、驚くべきことに、その効果は離乳後の産

子にも認められ、特に、離乳によって誘導される腸管免疫の発達（例：腸管ＩｇＡ産生）を助長できること

が示された。このことは、幼若家畜の健全育成を可能にする母豚を対象とした早期アプローチにより、

幼若家畜の感染症制御を実現できる可能性を示すものであった。 

 

3-2. 今後の展開  

健全育成母豚由来の特に小腸に生育する有用微生物として、１０の微生物（９つの属と１つの種）の

存在を特定し、種レベルで同定された微生物が有する産子に与える効能を証明できた一方で、属レベ

ルでの同定に終わった微生物が有する産子への効能評価は、今後実施すべき価値ある課題として残



 

された。つまりは、今後の研究から、産子の免疫強化を可能にする母豚用新規プロバイオティクス株を

発掘できる可能性が提示された。 

 


